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[注記]

1：図中　 　は,据付基準線を示す。

2：図中　 　は,2次コンクリートを示す。
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2：図中　 　は,据付基準線を示す。

1：特記なき材質は,SS400とする。

3：図中　 　は,2次コンクリートを示す。

設計震度 K=0.2

許容たわみ度 支間の1/600以下
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工事名
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作成年月日

縮尺 図面番号

事業者名

S=1:80(S=1:40)

ただし、(　)

は、A1判に拡大時

鋼製スライドゲート一般図 S=1:80(S=1:40)

※参考図

大坪調整池北側樋門鋼製スライドゲート設
置工事
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[注記]

1：図中　 　は,据付基準線を示す。

2：図中　 　は,2次コンクリートを示す。
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※参考図

大坪調整池北側樋門鋼製スライドゲート設
置工事
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[注記]

2：図中　 　は,据付基準線を示す。

1：特記なき材質は,SS400とする。

3：図中　 　は,2次コンクリートを示す。

※参考図

大坪調整池北側樋門鋼製スライドゲート設
置工事
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1：特記なき材質は,SS400とする。
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は、A1判に拡大時
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※参考図

大坪調整池北側樋門鋼製スライドゲート設
置工事
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[注記]

2：図中　 　は,据付基準線を示す。

1：特記なき材質は,SS400とする。

3：図中　 　は,2次コンクリートを示す。
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※参考図

大坪調整池北側樋門鋼製スライドゲート設
置工事
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[注記]

2：図中　 　は,据付基準線を示す。

1：特記なき材質は,SS400とする。
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